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机の上の さな変革小
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飯、イチゴの天ぷらといったものについても、美味しい
かどうかはさておき、どんな味がしそうかは思い浮かべ
られると思います。
　このように、いくつか書き出した食材の名前とこちら
で用意したものを強引に組み合わせながら、いろいろと
味を想像してみてください。きっと「これまでまったく
食べたことがないけれど、何となく想像できる新しい味」
に出会えるのではないかと思います。

　今回やっていただいたことは、すでに知っている食材
の味と料理や加工方法を言葉として組み合わせること
で、未知の味（料理）をつくるというものでした。私た
ちは、いきなり未知の事物を想像することは非常に困難
です。しかし、既知の事物については様々な経験を持っ
ているので容易に想像できますし、想像のなかではそれ
らを組み合わせてみることもできます。何もないところ
から未知なるものを想像できなくても、既知のものを手
がかりにすることで想像できる可能性があります。
　現在注目を集めている画像生成AIも、基本は人間が
既知の言葉の新しい組合せをつくって命令を出すことで
未知の結果を得るという意味では、実は同じことをやっ
ています。つまり、既存の知識を使ってどのような新し
い組合せをつくり出せるかが、いま、人間の創造性とし
て問われているのかもしれません。

既存の知識を使って未知なるものを生む

　こんにちは、菅俊一です。今回は、既知の情報を利用
して未知のものを生み出すということについて考えてみ
たいと思います。
　まずは、食材の名前を10個程度書き出してみてくだ
さい。果物でもハムのような加工物でも、どんなもので
も構いません。ただし、１つだけ条件があります。「自
分が味をちゃんと想像できるもの」で、なるべく多様な
食材を書き出してみてください。

❖　　　❖　　　❖

　いかがですか？　できたら、Ａ＋Ｂという形式で言葉
を組み合わせていきたいと思います。Ａには先ほど書き
出していただいた食材の名前のなかから１つ選んだもの
を入れ、Ｂには「ジュース」「ジャム」「大福」「茶」「の炊
き込みご飯」「の天ぷら」から１つずつ順番に選んで入れ
てみてください。たとえば、書き出した食材のなかから
「イチゴ」を選んだ場合は、「イチゴジュース」「イチゴジ
ャム」「イチゴ大福」「イチゴ茶」「イチゴの炊き込みご飯」
「イチゴの天ぷら」という単語の組合せができあがるこ
とになります。
　こうやって組み合わせて書き出してみると、その単語
を見た瞬間にある程度味が想像できるのではないでしょ
うか。先ほどのイチゴの例だと、当然イチゴジュース、
イチゴジャム、イチゴ大福はすでによくあるものなので
簡単だと思うのですが、イチゴ茶、イチゴの炊き込みご
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